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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレベルの調整を実行す
る方法であって、
　前記アクセス端末において受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した
平均受信パワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視することと、
　現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、先行するス
ーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較することと、
　与えられた性能レベルをターゲットとする、前記比較することに基づくスケーラブルな
パワーオフセットファクタを決定することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記信号は、さらに、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの
基地局からのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、
前記パラメータは、さらに、前記少なくとも１つの基地局によって経験される消去レート
有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフィー
ドバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信することと、前記少なくとも１
つの基地局によって経験される前記消去レートを計算することと、をさらに備える請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって
経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファク
タを決定すること、をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
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　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、割り当てられ
た送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信すること、をさらに備える請求項４に記載の
方法。
【請求項６】
　前記性能レベルは、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタに基づいて、アクセス端末の送信に
ついての送信パワーレベルを調整することを、さらに備える、請求項1に記載の方法。
【請求項８】
　前記調整することは、指定される期間にわたる現在の送信パワーレベルからターゲット
パワーレベルへの線形遷移を使用して実行される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　デフォルトパワー制御のために閉ループパワー制御技法を利用することと、前記監視さ
れるパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決
定にもとづいて、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを決定することと、をさ
らに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを求め、現在のサービングセクタによっ
て前記アクセス端末に割り当てられる送信パワーレベルを、前記求められるスケーラブル
なパワーオフセットファクタにより乗じるために、消去レートを示す情報を前記送信パワ
ーレベルに相関させること、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレベルの調整を実行す
る方法であって、
　前記アクセス端末で受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した平均受
信パワーレベルを有する変動を監視することと、
　現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、先行するス
ーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較することと、
　ある性能レベルをターゲットとする、前記比較することに基づくスケーラブルな送信パ
ワーオフセットファクタを決定することと、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタにもとづいてアクセス端末送信に係
る送信パワーレベルを調整することと、を備え、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記現在のスーパーフレームプ
リアンブルの平均受信パワーレベルと前記先行するスーパーフレームプリアンブルの平均
受信パワーレベルとの間の差に比例した逆の量(amount proportional and opposite)によ
り前記アクセス端末送信に係る前記送信パワーレベルを調整せしめる、方法。
【請求項１２】
　ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレベルをスケーラブル
にパワーブーストすることを容易にする装置であって、
　第１の信号を受信するレシーバと、
　前記アクセス端末で受信される前記第１の信号のスーパーフレームプリアンブルに関連
した平均受信パワーレベルを有するパラメータを測定し、現在のスーパーフレームプリア
ンブルについての平均受信パワーレベルを、先行するスーパーフレームプリアンブルにつ
いての平均受信パワーレベルと比較し、望ましい性能レベルをターゲットとする、前記比
較に基づくスケーラブルな送信パワーオフセットファクタを決定するプロセッサと、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、割り当てられ
た送信パワーレベルで第２の信号を送信するトランスミッタと、
を備える装置。
【請求項１３】
　前記第1の信号は、更に、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１
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つの基地局からのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備
え、前記パラメータは、さらに、前記少なくとも１つの基地局によって経験される消去レ
ートを有する、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記レシーバは、前記トランスミッタによって送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル
品質インデックスフィードバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信し、前
記プロセッサは、前記少なくとも１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算
する、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求して
いる基地局によって経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルな送信パワ
ーオフセットファクタを生成する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記トランスミッタは、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗
ぜられた、割り当てられた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信する、請求項１５に
記載の装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、
　デフォルトパワー制御のために閉ループパワー制御技法を行い、
　前記監視されるパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過して
いることの決定にもとづいて、前記スケーラブルなパワーオフセットファクタを決める、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信環境においてアクセス端末についての送信パワーレベルをスケーラブル
にパワーブーストすることを容易にする装置であって、
　第１の信号を受信するレシーバと、
　前記アクセス端末で受信される前記第１の信号のスーパーフレームプリアンブルに関連
した平均受信パワーレベルを有するパラメータを測定し、現在のスーパーフレームプリア
ンブルの平均受信パワーレベルを先行するスーパーフレームプリアンブルの平均受信と比
較し、　所望の性能レベルをターゲットとする、前記比較に基づくスケーラブルな送信パ
ワーオフセットファクタを決定するプロセッサと、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、割り当てられ
た送信パワーレベルで第２の信号を送信するトランスミッタと、
を備え、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記第２の信号に係る送信パワ
ーレベルを、前記現在のスーパーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルと前記先
行するスーパーフレームプリアンブルの平均受信パワーレベルとの間の差に比例した、逆
の量(proportional and opposite)により調整せしめる、装置。
【請求項１９】
　アクセス端末において受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した平均
受信パワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視するための手段と、
　望ましい性能レベルをターゲットとするスケーラブルな送信パワーオフセットファクタ
を生成するための手段と、
を備え、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを生成するための手段は、
現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、先行するスー
パーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較し、前記スケーラブル
な送信パワーオフセットファクタは、前記比較に基づくものである、ワイヤレス通信装置
。
【請求項２０】
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　前記監視するための手段は、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも
一つの基地局からの前記信号に備えられるチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去
レートインジケータを監視し、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを生成
するための手段は、前記消去レートインジケータの関数として、前記少なくとも１つの基
地局により経験された消去レートを計算する、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフィー
ドバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信するための手段を更に備える、
請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを生成するための手段は、望ましい
消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって経験される
消去レートとの関数として、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを生成す
る、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、割り当てられ
た送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信するための手段を、をさらに備える、請求項
２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記望ましい性能レベルは、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項１９に記
載の装置。
【請求項２５】
　特定の期間にわたる現在の送信パワーレベルからターゲットパワーレベルへの線形遷移
を用い、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタにもとづいて、前記アクセス
端末の送信に係る送信パワーレベルを調整するための手段を更に備える、請求項１９に記
載の装置。
【請求項２６】
　デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を実行し、前記監視されるパラ
メータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決定にもと
づいて、前記送信パワーオフセットファクタを決定するための手段、を更に備える請求項
１９に記載の装置。
【請求項２７】
　アクセス端末で受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した平均受信パ
ワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視するための手段と、
　所望の性能レベルをターゲットとするスケーラブルな送信パワーオフセットファクタを
生成するための手段と、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタにもとづいて、アクセス端末の送信
に係る送信パワーレベルを調整するための手段と、
を備え、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを生成するための手段は、現在のス
ーパーフレームプリアンブルに係る平均受信パワーレベルを先行するスーパーフレームプ
リアンブルの平均受信パワーレベルと比較し、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記比較にもとづき、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記送信パワーレベルを調整す
るための手段に、前記現在のスーパーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベル
と前記先行するスーパーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベルとの間の差に
比例した、逆の量(proportional and opposite)により、前記送信パワーレベルを調整せ
しめる、
ワイヤレス通信装置。
【請求項２８】
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　アクセス端末において受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連する平均
受信パワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視し、
　前記現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、先行す
るスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較し、
　最小の性能レベルしきい値をターゲットとする、前記比較にもとづいたスケーラブルな
パワーオフセットファクタを決定する、
ためのコンピュータ実行可能な命令、を記憶するコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項２９】
　前記信号は、さらに、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの
基地局からのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、
　前記パラメータは、さらに、前記少なくとも１つの基地局におけるＣＱＩ信号の消去レ
ートを有する、請求項２８に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３０】
　前記アクセス端末から送信される前記ＣＱＩ信号に応じてチャネル品質インデックスフ
ィードバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信するための命令と、
　前記少なくとも１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算するための命令
と、
をさらに備える、請求項２９に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３１】
　望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基地局によって
経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファク
タを決定するための命令、を更に備える請求項３０に記載のコンピュータ読取り可能媒体
。
【請求項３２】
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、割り当てられ
た送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信するための命令、をさらに備える請求項３１
に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３３】
　前記最小の性能レベルしきい値は、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項２
８に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３４】
　デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を利用し、前記監視されるパラ
メータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過していることの決定にもと
づき前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタを決定するための命令、をさらに
備える請求項２８に記載のコンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３５】
前記アクセス端末で受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した平均受信
パワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視し、
　現在のスーパーフレームプリアンブルに係る平均受信パワーレベルを先行するスーパー
フレームプリアンブルの平均受信パワーレベルと比較し、
　最小の性能レベルしきい値をターゲットとする、前記比較にもとづくスケーラブルなパ
ワーオフセットファクタを決定し、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタにもとづいて、アクセス端末送信に
係る送信パワーレベルを調整する、
ためのコンピュータ実行可能な命令を記憶するコンピュータ読取り可能媒体であり、
　前記調整は、特定の期間にわたる現在の送信パワーレベルからターゲットパワーレベル
への線形遷移を用いて実行され、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記送信パワーレベルを、前記
現在のスーパーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベルと前記先行するスーパ
ーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベルとの間の差に比例した、逆の量(pro
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portional and opposite)により調整されるようにする、コンピュータ読取り可能媒体。
【請求項３６】
　チャネル状態に応じてアクセス端末についての送信パワーレベルをスケーラブルに調整
するためのコンピュータ実行可能命令を実行するプロセッサであって、
　前記命令は、
　前記アクセス端末において受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連する
平均受信パワーレベルを有するチャネル品質パラメータにおける変動を監視し、
　現在のスーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルを、先行するス
ーパーフレームプリアンブルについての平均受信パワーレベルと比較し、
　前記監視される変動の関数として最小の性能レベルしきい値をターゲットとするスケー
ラブルなパワーオフセットファクタを決定する、
プロセッサ。
【請求項３７】
　前記信号は、さらに、前記アクセス端末のアクティブセットにおける少なくとも１つの
基地局からのチャネル品質インデックス（ＣＱＩ）信号消去レートインジケータを備え、
　前記パラメータは、さらに、前記消去レートインジケータの関数として計算される消去
レートを有する、請求項３６に記載のプロセッサ。
【請求項３８】
　前記命令は、さらに、前記アクセス端末から送信されるＣＱＩ信号に応じてチャネル品
質インデックスフィードバックチャネル上で前記消去レートインジケータを受信すること
と、前記少なくとも１つの基地局によって経験される前記消去レートを計算することと、
を備える、請求項３７に記載のプロセッサ。
【請求項３９】
　前記命令は、望ましい消去レートと、前記アクセス端末がハンドオフを要求している基
地局によって経験される消去レートとの関数として、前記スケーラブルな送信パワーオフ
セットファクタを決定すること、をさらに備える、請求項３８に記載のプロセッサ。
【請求項４０】
　前記命令は、前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタによって乗ぜられた、
割り当てられた送信パワーレベルでハンドオフ要求を送信すること、をさらに備える、請
求項３９に記載のプロセッサ。
【請求項４１】
　前記最小の性能レベルしきい値は、ターゲットＣＱＩ信号消去レートである、請求項３
６に記載のプロセッサ。
【請求項４２】
　前記命令は、
　デフォルトパワー制御について閉ループパワー制御技法を利用することと、
前記監視されるパラメータにおける変化が、あらかじめ決定されたしきい値を超過してい
ることにもとづき前記パワーオフセットファクタを決定することと、をさらに備える、請
求項３６に記載のプロセッサ。
【請求項４３】
　チャネル状態に応じてアクセス端末に係る送信パワーレベルをスケーラブルに調整する
ためのコンピュータ実行可能命令を実行するプロセッサであって、前記命令は、
　前記アクセス端末で受信される信号のスーパーフレームプリアンブルに関連した平均受
信パワーレベルを有するパラメータにおける変動を監視することと、
　現在のスーパーフレームプリアンブルに係る平均受信パワーレベルを先行するスーパー
フレームプリアンブルの平均受信パワーレベルと比較することと、
　前記監視される変動の関数として最小の性能レベルしきい値をターゲットとするスケー
ラブルなパワーオフセットファクタを決定することと、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタにもとづいて、アクセス端末送信に
係る送信パワーレベルを調整することと、
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を備え、
　前記調整は、特定の期間にわたる現在の送信パワーレベルからターゲットパワーレベル
への線形遷移を用いて実行され、
　前記スケーラブルな送信パワーオフセットファクタは、前記送信パワーレベルを、前記
現在のスーパーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベルと前記先行するスーパ
ーフレームプリアンブルの前記平均受信パワーレベルとの間の差に比例した、逆の量(pro
portional and opposite)により、調整されるようにする、
プロセッサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本願は、両方ともにこの譲受人に譲渡され、ここでの参照によりここに明示的に組み込
まれる、２００５年８月２２日に出願された「ＲＬ品質インジケータに基づくＣＱＩリポ
インティングのための開ループパワー調整(OPEN-LOOP POWER ADJUSTMENT FOR CQI REPOIN
TING BASED ON RL QUALITY INDICATORS)」という名称の米国仮出願第６０／７１０,４０
３号、および、２００６年１月５日に出願された「スーパーフレームプリアンブル上の測
定値を用いたパワー制御の方法(METHOD OF POWER CONTROL WITH MEASUREMENTS OVER SUPE
RFRAME PREAMBLE)」という名称の米国仮出願第６０／７５６，９８０号、の利益を主張す
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　一例によれば、端末は、与えられた時刻に単一ＣＱＩを送信することができ、現在のサ
ービングセクタによってパワー制御されることができる。端末のアクティブセットにおけ
る各基地局は、ＣＱＩ信号を復号化しようと試みることができ、結果として生ずる消去イ
ンジケータを返信することができる。端末は、適切なスクランブリングシーケンス（例え
ば、新しい、望まれるサービングセクタ(new desired serving sector)に関連するスクラ
ンブリングシーケンス）を用いてＣＱＩ送信をスクランブルすることにより、新しい、望
まれるサービングセクタ(new desired serving sector)を示すことができる。その例によ
れば、端末は、ｅｓのＣＱＩ消去レートが現在のサービングセクタにおいて経験されるよ
うな方法で、パワー制御されることができ、これは、その端末についてのＸｓの送信パワ
ーに対応する。もし端末が、端末がｅ１のＣＱＩ消去レートを経験していると推定する別
の基地局に対してハンドオフ要求を信号で伝えたいと願い（例えば、端末は、消去インジ
ケータの関数として消去レートのスライディングウィンドウ推定値(sliding window esti
mate)を生成することによるのと同様に、基地局によって提供される消去レートインジケ
ータに起因して、そのアクティブセットにおける基地局のおのおのに対してＣＱＩ消去レ
ートのかなり信頼できる推定値を有することができる）、そして、端末が、そのように行
いたいと願うので、結果として生じる信号消去レートがｅ＊よりも小さいのであれば、端
末は、（Ｘ＊／Ｘ１）のパワーオフセットを適用することができる。すなわち、端末は、
Ｘｓ（Ｘ＊／Ｘ１）のパワーレベルを有するＣＱＩ信号を送信することができる。このよ
うな方法においては、最悪ケースの不均衡の場合にサイズ変更されることが必要かもしれ
ない、固定された、あるいは静的な、パワーオフセットを利用する技法に比べて、送信パ
ワーのより効率的な使用がインプリメントされることができる。
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